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税務課から
令和４年度

6月 7月 8月 9月 ₁₀月 ₁₁月 ₁₂月 1月 2月
町 道 民 税 １期 ２期 ３期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期
軽 自 動 車 税 種 別 割 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

　12月を除く月は１日から末日まで、12月は１日から25日までに納
付いただくようお願いします。
　なお、末日が金融機関の休業日の場合は翌営業日が納期限となりま
す。
　町税の納付には、便利で確実な口座振替の利用をお勧めします。口
座振替は指定された預貯金口座から納期ごとに自動で払い込まれるた
め、納め忘れがなく、納期のたびに金融機関へ出向く手間が掛からず、
忙しい方や家を不在にすることが多い方などに便利です。
　お手続きの際は、通帳のお届け印を持参の上、右記「町税取扱金融
機関」の窓口でご依頼ください。

　６月から、令和４年度分の町税の納付が始まります。
年間の納期については、下記一覧表のとおりとなってい
ますので、納期内納付にご協力ください。

問合せ／課税担当（内線1111～1114）　　収納対策担当（内線1115・1116）

◦大地みらい信用金庫本店、各支店
◦別海町内各農・漁業協同組合
◦中標津町農業協同組合
◦計根別農業協同組合
◦標津町農業協同組合
◦釧路信用組合中標津支店
◦北海道労働金庫中標津支店
◦北海道銀行中標津支店
◦全国のゆうちょ銀行、郵便局

町税取扱金融機関

町税の納付について

納付が困難な場合は必ずご相談ください

防災交通課から

１　 子どもと高齢者の安全確保
２　飲酒運転の根絶
３　スピードダウン
４　 シートベルトの全席着用
５　居眠り運転の防止
６　自転車の安全利用
７　安全意識の向上

　６月８日㈬から17日㈮までの10日間、春の
行楽期の交通安全運動を実施します。
　交通ルールとマナーを守り、安心安全なまち
を目指しましょう。

問合せ／防災・交通担当（内線2116・2117）

重
点
項
目

春の行楽期の交通安全運動

地域情報カレンダー
６月７日㈫
13:00～17:00

６月８日㈬
9:00～14:00

７月５日㈫13:00～17:00

７月６日㈬ 9:00～14:00

（令和４年５月25日現在） 社会保険事務
相談所開設

中標津町役場  会議室

予約先／釧路年金事務所
ＴＥＬ０１５４―６１―６０００

※事前の予約が必要です。

日 曜日 イベント内容

₆/1～₆/₃ 水～金 尾岱沼潮干狩りフェスティバル　尾岱沼ふれあいキャンプ場

８ 水 優良運転者免許更新時講習　交流館ぷらと　13：30～
※�受講の際は、事前に中標津警察署で更新手続きをしてください。

₆/28～₇/₁ 火～金 尾岱沼潮干狩りフェスティバル　尾岱沼ふれあいキャンプ場

₇/13 水 優良運転者免許更新時講習　交流館ぷらと　13：30～
※�受講の際は、事前に中標津警察署で更新手続きをしてください。
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防災交通課から

地震に備えましょう

地震発生 とにかく自分の身を守りましょう
　大きな揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたら、姿勢を低くし、頭を守り、揺れが収まるまで待ちましょう。

２分から５分経過 しっかり火の始末をし、火災を防止しましょう
　大揺れが収まったら、台所やストーブなど火の始末をしましょう。避難の時は電気のブレーカーを下ろし、
ガスの元栓を閉めましょう。

５分から10分経過 わが家の安全を確認・確保しましょう
　火の始末をしたら、家族の身の安全を確認・確保し、災害情報（避難情報）を入手しましょう。また、避難
可能な出口も確保しましょう。

10分から半日 隣近所の安否を確認するなど、助け合いましょう
　家の外に出ることができたら、家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力して行いましょう。

半日から数日間 ライフラインが復旧（救援物資が到着）するまでの数日間は、自分でしのげ
るように準備しましょう

　地震発生後の数日間は、水や食料に加え、電気などの供給が途絶える可能性があります。復旧（救援物資が
到着）するまでの間をしのげるように、日頃から準備していた備蓄品などを活用しましょう。

　備蓄専用の保存食なども大切ですが、普段から少し多めに食料品や日用品を買っておき、使った分だけ新しく
買い足していくことで、常に一定量の備蓄を自宅に確保しておくことをローリングストックといいます。
　日常生活の中に、非常備蓄を上手に組み込みましょう。

　他にも、家族で避難方法や避難場所、連絡方法などについて話し合い、離れ離れの
場合でも、どのようなことに注意すればよいか話し合うことも大切です。
　以上のことに気を付け、いつ起こるか分からない災害に備えましょう。

問合せ／防災・交通担当（内線2116・2117）

▪飲料水　▪食料品（米、パン、缶詰、ビスケット、粉ミルクなど）
▪懐中電灯　▪電池　▪カイロ　▪ガスこんろ　▪ストーブ　▪灯油　▪毛布
▪ティッシュ　▪トイレットペーパー　▪ろうそく
▪マスク（無い場合は鼻や口を覆うハンカチなど）
▪アルコール消毒液（無い場合はウェットティッシュなど）　▪体温計　▪免許証
▪保険証　▪印鑑　▪救急道具　▪衣類　▪生理用品　▪紙おむつ
▪薬　▪お薬手帳　▪モバイルバッテリー　
▪10円玉を多く用意しておく
　（公衆電話は災害時に優先的につながるようになっています）　　など

地震発生時の時間経過別行動

ローリングストックについて

備蓄品と
持ち出し品一覧

　いつ起きてもおかしくない災害について知識を深め、それに対処
する準備が大切です。




